
家
内
が
、
俳
句
に
凝
っ
て
珍
し
く
続
い
て
い
る
。

最
近
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
結
社
で
俳
句
を
学
ぶ
の

は
、
男
性
で
な
く
女
性
が
多
い
と
聞
く
。
私
は
俳
句
は
男

性
の
趣
味
、
短
歌
は
女
性
の
趣
味
と
理
解
し
て
き
た
が
、

最
近
両
方
と
も
女
性
の
領
域
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ア
に
嵌
り
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
習
い
、

木
彫
り
を
や
っ
て
い
た
が
、
途
中
で
投
げ
出
し
て
い
た
家

内
が
、
何
故
か
今
俳
句
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
。

私
が
、
俳
句
か
ら
足
を
洗
っ
た
の
は
数
年
前
で
あ
る
。

小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
理
由
だ
が
、
独
り
善
が

り
の
屁
理
屈
を
付
け
る
長
老
や
叙
情
的
表
現
を
嫌
う
主

宰
の
意
見
に
反
論
す
る
内
に
嫌
気
さ
し
、
己
の
未
熟
を

棚
に
上
げ
、
紹
介
さ
れ
て
入
会
し
た
某
結
社
だ
っ
た
が
、

俳
句
は
不
向
き
と
悟
り
二
年
で
退
会
。
私
も
よ
う
や
く

小
説
に
集
中
し
よ
う
と
決
意
し
た
の
も
理
由
で
あ
る
。

椿
山
荘
と
芭
蕉
庵
両
方
に
、
家
内
に
付
き
合
っ
て
出

掛
け
た
の
は
、
梅
雨
の
合
間
の
曇
天
の
一
日
で
あ
る
。

二
、
三
日
前
に
仲
間
と
椿
山
荘
の
「
蛍
の
夕
べ
」
晩

餐
会
に
参
加
し
た
家
内
は
、
夜
で
山
縣
有
朋
公
縁
の
庭

園
を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
山
縣
公
は
和
歌

も
嗜
み
造
園
に
も
詳
し
い
文
化
人
だ
っ
た
由
で
あ
る
。

京
都
無
隣
庵
、
小
田
原
古
希
庵
、
目
白
椿
山
庭
園
、
三

園
を
合
せ
て
山
縣
三
名
園
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

椿
山
荘
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、
松
尾
芭
蕉

の
居
宅
、
い
わ
ゆ
る
芭
蕉
庵
が
椿
山
荘
の
あ
る
文
京
区

関
口
二
丁
目
に
あ
る
こ
と
を
家
内
は
知
っ
た
よ
う
だ
。

東
京
に
は
、
二
つ
の
芭
蕉
庵
が
あ
る
。

一
つ
は
深
川
の
芭
蕉
庵
で
、
も
う
一
つ
が
関
口
の
芭

蕉
庵
で
あ
る
。
俳
句
を
趣
味
と
す
る
家
内
が
、
芭
蕉
庵

に
興
味
を
抱
い
た
の
も
無
理
は
な
い
。
私
は
深
川
の
芭

蕉
庵
を
知
っ
て
い
た
。
何
故
な
ら
結
社
の
東
京
句
会
の

例
会
は
、
何
時
も
深
川
の
芭
蕉
庵
で
実
施
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
懐
か
し
く
な
っ
た
の
で
、
可
能
な
ら
、

二
つ
の
芭
蕉
庵
に
行
っ
て
み
よ
う
と
提
案
し
た
。

藤
田
観
光
直
営
の
椿
山
荘
に
は
ホ
テ
ル
と
結
婚
式
場

や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
素
晴

し
い
庭
園
が
客
を
惹
き
付
け
る
。
東
京
メ
ト
ロ
の
江
戸

川
橋
駅
を
下
車
。
神
田
川
沿
い
の
東
西
に
細
長
い
江
戸

川
公
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
裏
玄
関
の
冠
木
門
に
至
る
。

か

ぶ

き

椿
山
荘
の
風
情
あ
る
裏
玄
関
か
ら
庭
園
を
覗
く
。

冠
木
門
と
は
、
武
家
住
宅
に
用
い
た
門
の
形
式
で
、

室
町
時
代
は
将
軍
屋
敷
の
通
用
門
で
あ
っ
た
が
、
江
戸

期
に
は
下
級
武
士
集
団
の
住
居
の
質
素
な
門
に
用
い
ら

れ
た
と
い
う
。
小
さ
な
受
付
風
の
小
窓
が
在
っ
て
、
係

り
の
人
が
居
る
の
で
一
寸
気
後
れ
す
る
。
有
名
な
京
都

や
金
沢
の
庭
園
が
有
料
な
の
を
知
る
人
は
、
こ
こ
も
有

料
と
錯
覚
し
中
を
覗
い
た
だ
け
で
尻
込
み
し
て
し
ま
う
。

臆
せ
ず
係
り
の
男
性
に
会
釈
し
て
中
に
入
る
。

散
策
前
無
茶
庵
に
て
十
割
蕎
麦
と
、
庭
を
窓
か
ら
眺

め
な
が
ら
、
味
わ
い
深
い
静
寂
感
を
堪
能
し
た
。
繋
ぎ

無
し
の
十
割
蕎
麦
は
一
日
二
十
食
限
定
で
あ
る
由
。

庭
園
内
は
無
料
で
誰
で
も
鑑
賞
で
き
る
。
散
策
し
な

が
ら
七
福
神
の
石
仏
、
羅
漢
石
、
庚
申
塔
、
秩
父
山
系

よ
り
湧
き
出
す
古
香
井
、
椿
山
の
名
に
恥
じ
な
い
小
高

い
丘
の
上
の
三
重
塔
、
清
水
注
ぐ
丸
型
大
鉢
を
廻
る
。

再
び
冠
木
門
か
ら
外
に
出
て
、
芭
蕉
庵
に
向
う
。

途
中
奇
妙
な
物
体
を
動
か
す
中
年
男
性
に
逢
う
。

最
初
観
た
時
、
そ
れ
は
ラ
ジ
コ
ン
の
模
型
か
と
思
っ

た
。
機
械
仕
掛
け
の
様
に
、
路
上
を
這
う
よ
う
に
し
て

物
体
が
近
付
い
て
く
る
。
寄
る
と
後
ろ
足
に
赤
い
靴
を

履
く
大
型
の
陸
亀(

蹴
爪
陸
亀)

と
判
明
し
た
。
何
と
も

微
笑
ま
し
い
光
景
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
中
年
男
性
は
、

ペ
ッ
ト
の
亀
の
散
歩
を
日
課
と
し
て
い
る
ら
し
い
。

芭
蕉
庵
は
、
冠
木
門
か
ら
百
㍍
も
離
れ
て
い
な
か
っ

た
。
正
面
の
東
門
は
閉
ま
り
、
門
脇
に
文
京
区
教
育
委

員
会
の
立
て
札
が
あ
り
「
関
口
芭
蕉
庵
」
と
読
め
る
。

右
に
曲
が
り
急
坂
「
胸
突
坂
」
を
僅
か
登
っ
た
場
所

が
、
目
的
の
芭
蕉
庵
西
門
で
、
そ
こ
が
入
口
だ
っ
た
。

入
口
に
何
の
表
示
も
な
い
。
果
し
て
そ
の
引
き
戸
が

開
く
の
か
、
閉
ま
っ
て
い
る
の
か
さ
え
不
明
で
あ
る
。

事
前
調
査
で
、
こ
の
戸
が
開
く
の
を
知
る
者
し
か
受

入
れ
ず
、
来
訪
者
誰
で
も
歓
迎
の
姿
勢
は
窺
が
え
な
い
。

い
や
静
か
な
回
遊
式
庭
園
の
日
本
の
美
と
、
神
格
化
芭

蕉
の
句
碑
に
籠
め
ら
れ
た
俳
諧
の
心
を
守
る
た
め
に
、

止
む
を
得
ず
客
を
選
別
す
る
様
な
雰
囲
気
さ
え
あ
る
。

芭
蕉
は
、
延
宝
五
年
～
八
年(

一
六
八
〇)

、
神
田
川

改
修
工
事
に
参
加
し
、
安
楽
寺
に
居
住
後
「
龍
隠
庵
」

と
呼
ば
れ
た
こ
の
庵
に
住
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

内
部
に
芭
蕉
三
十
三
回
忌
の
芭
蕉
の
木
像
を
祀
る
芭
蕉

堂
、
直
筆
短
冊
を
埋
め
た
「
五
月
雨
塚(

芭
蕉
翁
の
墓)

」
、

二
百
八
十
年
祭
の
「
古
池
や
～
」
芭
蕉
句
碑
が
あ
る
。

回
遊
式
庭
園
の
中
央
に
「
ひ
ょ
う
た
ん
池
」
、
崖
下

の
透
明
な
湧
き
水
を
受
け
る
石
鉢
、
中
国
伝
来
の
太
い

猛
宗
竹
林
が
愉
し
め
る
。
現
在
の
建
物
は
、
二
度
火
災

や
戦
火
に
見
舞
わ
れ
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
由
。

芭
蕉
が
実
際
に
居
住
し
た
と
い
う
深
川
の
芭
蕉
庵
よ
り

も
、
果
し
て
本
人
が
住
ん
だ
の
か
定
か
で
な
い
に
し
て
も
、

雰
囲
気
的
に
芭
蕉
の
弟
子
達
の
敬
慕
の
情
が
感
じ
ら
れ
た
。

関
口
芭
蕉
庵
の
方
が
何
と
な
く
秘
密
め
い
て
楽
し
め
る
。

こ
の
庭
で
、
暗
示
的
な
珍
し
い
茸
を
発
見
し
た
。

茸
は
猛
宗
竹
の
落
葉
の
上
に
タ
ラ
リ
三
つ
程
、
黒
い

頭
を
垂
れ
、
芭
蕉
や
弟
子
の
射
精
後
の
マ
ラ
の
如
く
な

の
で
あ
る
、
黒
い
冠
が
マ
ラ
の
亀
頭
に
見
え
る
。
異
な

る
の
は
、
マ
ラ
が
白
い
レ
ー
ス
網
の
ス
カ
ー
ト
を
穿
い

て
る
点
で
あ
る
。
家
内
と
顔
見
合
わ
せ
て
失
笑
し
た
。
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Ｎ
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）
で
、
茸

の
名
を
問
う
と
詳
し
い
会
員
か
ら
、
竹
林
に
生
え
る

「
衣
笠
茸
」
別
名
「
虚
無
僧
茸
」
と
の
答
え
を
得
た
。

こ
れ
で
逆
検
索
す
る
と
、
白
い
網
目
状
の
ス
カ
ー
ト
を

拡
げ
る
美
し
い
印
象
的
な
数
枚
の
写
真
に
出
会
う
。

通
称
「
茸
の
女
王
」
と
も
称
さ
れ
る
由
で
、
白
い
玉

子
状
の
中
心
が
割
れ
、
茸
柱
が
迫
出
し
て
成
長
し
、
頭

部
か
ら
網
目
ス
カ
ー
ト
を
拡
げ
、
や
が
て
萎
れ
て
倒
れ

る
様
の
画
像
、
こ
の
間
時
間
に
し
て
三
時
間
を
微
速
度

撮
影
し
た
画
像
も
発
見
し
た
。
茸
が
萎
れ
て
倒
れ
る
様

は
、
旅
に
病
ん
で
逝
っ
た
芭
蕉
の
霊
で
あ
る
ま
い
か
。

中
国
で
は
、
茎
の
部
分
を
高
級
料
理
の
食
材
と
し
て

用
い
る
と
あ
っ
た
。
関
口
芭
蕉
庵
を
訪
れ
、
デ
ジ
カ
メ

に
収
め
た
一
枚
の
写
真
に
、
奇
妙
な
体
験
と
妾
を
囲
っ

た
と
い
う
芭
蕉
の
御
霊
に
想
い
を
馳
せ
た
。

了
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